






要約:アンケート調査から小児慢性溶血性貧血患者の社会生活上の問題点を述べ、解決す

る課題につき提言をおこなった。

(1)遺伝性球状赤血球症では摘脾療法を積極的に行なう。

(2)赤血球酵素異常症や異常ヘモグロビン症では輸血による副作用に注意する。

(3)自己免疫性溶血性貧血では副腎ステロイドなどの長期投与による副作用に注意する。

(4)原因不明の溶血性貧血の早期診断法の確立。

(5)小児科専門のカウンセリング医療の普及と充実。

(6)長期経過例の内科への受け渡し時期の検討などの重要性を強調した。


